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アピアランスケア

髪と心のトータルケアを目指して　
〜広島発・医療用ウィッグ事業への挑戦〜

で、ウィッグ事業が始まりました」
　この「直談判」という言葉には、既存
の流通システムに挑戦する強い意志が込
められている。中間業者を通さず、工場
との直接取引により、品質を保ちながら
価格を抑える仕組みを構築した。
　現在、大手企業の医療用ウィッグは数
十万円が相場となっているが、同社では
人毛100%の医療用フルウィッグを約10
万円で提供。さらに部分用のトップピー
スは1〜3万円台と、より手頃な価格設
定を実現している。この価格差は、患者
やその家族にとって大きな経済的負担の
軽減につながっている。

美容室だからこそできる強み

　同社の最大の特徴は、美容室としての
技術力を活かしたサービスにある。一般
的な医療用ウィッグ販売店では、既製品
をそのまま販売することが多いが、同社
では既製品のウィッグを顧客一人ひとり
に合わせてカットし、カラーやパーマも
施術可能だ。
　「現役美容師ばかりなので、技術は他
とは違うレベルでできるのではないか」
と自信を見せるのは当然といえる。30
年間培った技術力により、ウィッグを自
然に見せる技術は他の追随を許さない。
顧客の骨格や髪質、ライフスタイルに合
わせたスタイリングは、既製品に新たな
命を吹き込む。
　各店舗には完全個室を完備し、他の客
に見られることなくウィッグの相談や試
着ができる環境を整備。これは医療用
ウィッグを必要とする患者の心情を深く
理解した配慮である。プライバシーが守
られた空間で、じっくりと相談できるこ

とは、精神的な負担の軽減にもつながる。
　全スタイリストがウィッグカットに対
応できるよう、店内で独自の勉強会も実
施。外部講師を招くのではなく、スタッフ
同士で練習し合い、技術を磨く姿勢は、チー
ム一丸となった取り組みの現れである。

医療を超えたウィッグの可能性

　特に注目すべきは、医療目的だけでな
く、おしゃれ用途でのウィッグ利用も積
極的に提案していることだ。白髪染めの
間隔を空けたい顧客や、手軽にイメー
ジチェンジを楽しみたい顧客にもトップ
ピースを提案し、新しいウィッグの使い
方を提示している。
　「ウィッグは年配になったらつけるイ
メージだが、おしゃれの一環としてもっ
と増えて、手軽にできたら」という発想
は、ウィッグに対する既成概念を覆すも
のだ。
　実際に、スタッフ自身がトップピー
スを着用し、その自然さを実証してい
る。「全然分からないね」と顧客から驚
かれることも多く、ウィッグの品質の高
さを物語っている。白髪をカバーしなが
ら、メッシュやハイライトも楽しめるた
め、従来の白髪染めでは表現できないス
タイリングも可能となる。
　人毛100%のウィッグは、カット、カ
ラー、パーマがすべて可能で、まさに「制
限がない」自由度を提供している。この
技術的優位性により、顧客の様々なニー
ズに応えることができる。

全国26店舗の提携ネットワークを構築

　販売開始から約2年で、同社は全国
26店舗の提携店ネットワークを構築し
た。この展開方法がユニークで、スタッ
フ総出で全国の美容室に電話営業を実施。
ホットペッパーやホームページを見て、
ウィッグを扱っている（または扱いたい）
美容室を一軒一軒リストアップし、直接
コンタクトを取り、承諾を得ていった。
　この地道な努力の背景には、医療用
ウィッグを必要とする患者が、居住地に
関係なくサービスを受けられるようにし
たいという強い思いがある。がんは地域
を選ばない病気であり、都市部でしか適
切なサービスを受けられない現状を打破
したかったのだ。
　「東北から福岡まで、関東を中心に26
店舗と提携しています。在庫を抱える必
要はなく、注文があった分だけ卸すシス

テムなので、提携店の負担は
少ないと思います」
　提携店にとって負担の少な
いこのシステムは、多くの
美容室が医療用ウィッグ事業
に参入するハードルを下げて
いる。初期投資なしで新しい
サービスを提供できるため、
地方の小規模サロンでも取り
扱いが可能となった。
　また、ウィッグ未経験の美
容室に対しては、技術指導も
行っている。「やってみたい
です」と手を挙げたサロンに
は、カット技術やお客様対応
のレクチャーを実施し、業界
全体の底上げにも貢献してい
る。
　この地道な営業活動の結果、
現在では提携店を通じて病院
との連携も生まれ始めている。
医療用ウィッグを必要とする患者が、適
切なサロンで質の高いサービスを受けら
れる環境づくりに着実に貢献している。

アピアランスケアの重要性と社会的意義

　近年、がん治療において「アピアラン
スケア」という概念が注目されている。
これは治療による外見の変化をケアする
ことで、患者の心理的負担を軽減し、社
会復帰を支援する取り組みだ。医療従事
者の間でも、病気を治すだけでなく、患
者の心のケアの重要性が認識され始めて
いる。
　抗がん剤治療の副作用は患者の外見に
大きな変化をもたらす。特に髪の毛は人
の印象を大きく左右するため、その喪失
は深刻な心理的ダメージとなることが多
い。
　「髪の毛が一番目立つところなので、
医療用ウィッグで今までよりもっとかわ
いいスタイルにできたり、おしゃれをす
るというところまでいければと思いま
す」
　この発想が重要なのは、単に「元に戻
す」のではなく、「より美しく、より魅
力的に」という積極的な姿勢を示してい
ることだ。治療期間中も、患者が自分ら
しく、前向きに過ごせるよう支援する視
点は、従来の医療用ウィッグの概念を大
きく広げている。
　同社では単なるウィッグ販売にとどま
らず、患者の心のケアも重視している。

実際に、店舗ではヒーリングミュージッ
クを流し、照明を調節するなど、リラッ
クスできる環境づくりにも配慮。カラー
やトリートメントの待ち時間には、全身
マッサージやヘッドスパも提供し、心身
ともに癒される空間を提供している。

体験の重要性とこれからの展開

　「皆さんつけたら、めちゃくちゃ自然
だねってよく言われるんです」。実際に
体験することの重要性を実感している同
社では、月1回の無料体験会を開催して
いる。しかし、ここには大きな課題もある。
　個室での試着には「押し売りされる恐
怖」を感じる顧客が約3分の1程度存在
するのが現実だ。「ただ単に試着してみ
てもらいたいだけなのですが、そこの概
念がある方が3分の1ぐらいいる」とい
う状況は、業界全体の信頼問題を物語っ
ている。
　この課題を解決するため、同社では公
民館や商業施設での体験会開催も検討し
ている。サロンの外で、より多くの人
が気軽に体験できる環境を作ることで、
ウィッグに対する心理的ハードルを下げ
ようとしている。
　現在はオンライン販売にも力を入れ、
遠方の顧客にはオンラインカウンセリン
グを通じてサービスを提供。「家から出
なくても購入できる」システムの構築を
進めている。コロナ禍で外出が困難に
なった患者や、体力的に来店が難しい

テティック部門も併設し、顧客の総合的
な美しさを追求。この姿勢は30年を経
た今も変わることなく、現在は広島市内
の西区と廿日市に計3店舗を構え、約20
名のスタッフが従事している。各店舗で
は美容師としての技術だけでなく、エス
テティシャンやセラピストも在籍し、カ
ラーリングの待ち時間にマッサージを提
供するなど、他店では見られない独自の
サービスを展開している。

社長の身内の体験が事業化の原点

　医療用ウィッグ事業への参入のきっ
かけは、5年前に遡る。「日本人の2人に
1人ががんになる時代」となり、抗がん
剤治療による脱毛で悩む患者が増える中、
同社の社長の身内ががんを患い、実際に
脱毛を経験したのだ。
　この体験が、社長の人生観を大きく変
えた。身近な人の苦しみを目の当たりに
したとき、美容のプロフェッショナルと
して「何かできることはないか」という
強い思いが芽生えた。しかし、当時の医
療用ウィッグ市場は大手企業が独占状態
にあり、病院との提携も既存のルートで
固められていた。
　「社長がどうにかできないかというこ
とで、ウィッグの工場に直談判しました。
できる限り低価格で仕入れて、お客様に
は高品質なものを提供したいという思い

　がん治療による脱毛は、患者にとって
身体的な苦痛以上に、精神的な負担とな
ることが多い。外見の変化は自信の喪失
につながり、社会復帰への大きな障壁
となる場合もある。そんな中、広島を拠
点とする一つの美容室が、従来の医療用
ウィッグ業界に新しい風を吹き込んでい
る。
　高額で画一的な既存のサービスに疑問
を抱き、「本当に患者さんが求めている
ものは何か」を追求し続ける、ある美容
室経営者の挑戦を追った。

30年の歴史を持つ美容室が新たな挑戦

　広島市内を中心に3店舗の美容室を展
開する株式会社ジェイが、5年前から医
療用ウィッグ事業に本格参入している。
創業30年という老舗サロンが、なぜ新
しい分野に挑戦することになったのか。
そのきっかけには、現代の医療事情と強
い使命感があった。
　同社は「髪と体と心のトータルビュー
ティサロン」というコンセプトで1995
年に創業。この理念は、当時としては先
進的なものだった。多くの美容室がヘア
カットやカラーリングに特化していた時
代に、同社の創業者である会長と社長は、
「お客様の心が満足する」総合的な美容
サービスを目指していたのだ。
　当初から単なる美容室ではなく、エス
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方々にとって、このサービスは大きな支
えとなっている。

クラウドファンディングで見えた
社会の温かさ

　同社は昨年、クラウドファンディング
に挑戦した。目的は大量仕入れによる
さらなる価格削減で、「必要な方に半額
以下で提供したい」という目標を掲げた。
結果的には目標額には僅かに届かなかっ
たものの、この経験は大きな意味を持っ
た。
　「実際に抗がん剤治療をして、外に出
られない方からメッセージをいただいた
り、お客様にも温かい言葉をいただいて、
すごく私たちも原動力になりました」
　支援者からの応援メッセージは、同社
のスタッフにとって大きな励みとなった。
社会には確実に、このようなサービスを
求めている人々がいること、そして支援
したいと思う人々がいることを実感でき
た。
　9月中旬には2回目のクラウドファン
ディングを予定している。前回の経験を
活かし、より多くの人に事業の意義を伝
えることで、目標達成を目指している。

長期的な治療プロセスへの対応

　医療用ウィッグの需要は、治療期間中
だけでなく、治療終了後も続くケースが
多い。治療終了から髪が元の状態に戻る
まで、個人差はあるものの2〜3年かか
ることも珍しくない。この期間中も、患
者は社会生活を継続する必要があり、見
た目のサポートは欠かせない。
　同社では、治療終了後の顧客に対して
も継続的なサポートを提供している。既
存のウィッグをアレンジして新しいスタ
イルを楽しんだり、髪の成長に合わせて
段階的にウィッグから離れていくプロセ
スをサポートしたりと、患者一人ひとり
の状況に寄り添ったサービスを展開して

いる。
　また、長年担当してきた顧客ががんを
患った際の体験談も印象的だ。「ずっと
何十年も担当していたお客様が、がんに
なってウィッグの相談をしていただいた
とき、取り扱っていてよかったと思いま
した」。この言葉からは、美容師とお客
様の間に築かれた信頼関係の深さが伺え
る。

訪問美容との連携

　地方や交通の便の悪い場所に住む患者
への対応として、関東の提携店では訪問
美容サービスも開始している。「訪問美
容の方がいて、病院に行けない方にご紹
介して販売されている」という取り組み
は、医療用ウィッグのアクセシビリティ
を格段に向上させている。
　これまで訪問美容の事業者は、ウィッ
グ会社との直接契約が困難で、多くの依
頼を断らざるを得ない状況だった。同社
との提携により、「どんどん進めていこ
うと思っている」という前向きな変化が
生まれている。
　この訪問サービスは、高齢者や身体的
制約のある患者だけでなく、小さな子ど
もがいる母親や、仕事で時間が取れない
患者にとっても有効な選択肢となってい
る。

未来への展望と新しいサービス構想

　「日本でもトップレベルの有名な
ウィッグメーカーになって、ここでしか
できない自然なリアルさを提供したい」。
同社の目標は明確で高い。
　現在検討している新しい取り組みの一
つが、「ウィッグとマッサージ専門店」
の開設だ。既存の店舗とは異なるコンセ
プトで、より専門性の高いサービス提供
を目指している。マイクロスコープを
使った頭皮診断により、個人に最適な
ヘッドスパやホームケアを提案し、心の

面でも癒しを提供する総合
的なケア施設を構想してい
る。
　「タッチケア」という新し
い概念も取り入れようとし
ている。人との触れ合いに
より幸せホルモンが分泌さ
れるという医学的知見を活
用し、ストレス社会で疲れ
た現代人の心身をケアする
取り組みだ。美容室では自

然に頭や体に触れる機会があり、この特
性を活かした新しいサービスの可能性を
探っている。

高齢化社会への対応

　「高齢化社会なので、ウィッグを必要
とされる方が多いのではないか」という
予測は的確だ。がんの発症率は年齢とと
もに上昇し、高齢化が進む日本では医療
用ウィッグの需要は確実に増加する。
　同時に、高齢者の美容への関心も高
まっており、従来の「我慢する」美容観
から「積極的に楽しむ」美容観への変化
も見られる。この社会変化を捉え、より
多くの高齢者に質の高いサービスを提供
する体制づくりが求められている。

小さな革命の大きな意味

　この広島の美容室の取り組みは、一見
すると地方の小さな企業の挑戦に見える
かもしれない。しかし、その実態は医療
用ウィッグ業界全体、そして日本の医療・
美容業界に対する静かな革命といえる。
既存の流通構造に疑問を投げかけ、患者
の立場に立ったサービスを追求し、全国
に同志を募って新しいネットワークを構
築する。これらの取り組みは、単なる事
業活動を超えて、社会課題の解決に向け
た実践的な提案となっている。
　「困っている人を助けたい」という純
粋な動機から始まったこの事業が、今で
は全国26店舗のネットワークに成長し、
多くの患者に希望を与えている。この成
功は、技術力、価格競争力、そして何よ
り「患者に寄り添う姿勢」の賜物といえる。
　30年間美容業界で培った技術力と人
脈、そして何より「困っている人を助け
たい」という純粋な想いを武器に、この
広島発の小さなメーカーは、日本の医療
用ウィッグ業界に確実に新しい風を吹き
込んでいる。
　高齢化社会の進展、アピアランスケア
への注目、助成金制度の充実など、社会
環境の変化は同社にとって追い風となっ
ている。これらの変化を的確に捉え、患
者のニーズに応え続けることで、さらな
る成長が期待される。

株式会社ジェイ


